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６ 支払方法別相談件数 

(1) 支払方法別 

支払方法別に相談件数を示したのが「表－33」である。支払方法としては「信用供与無」「販売信用」「借

金契約」「不明・無関係」がある。 

「信用供与無」は41,637件で全体に占める割合は32.1％であり、相談件数は前年度と比べ1.9％減少し

ている。主に現金一括払いである「即時払」は、全相談件数の２割強を占めているものの、相談件数は前

年度と比べ4.7％減少している。 

クレジット利用等の「販売信用」は31,959件で、全体の24.6％を占めている。このうち、翌月一括払い

などの「２か月内払い」の件数が25,152件と最も多く、全体の19.4％を占めている。次に多いのが個別

クレジット等の「個別信用」 (2,562件)で全体の2.0％、次がクレジット払いやリボルビング払い等の「包

括信用」(2,028件)で全体の1.6％を占めている。 

また、サラ金等の消費者ローンや、クレジットカードのキャッシング等の「借金契約」(2,296件)は、全

体に占める割合が1.8％となっている。 

 

表－33 支払方法別相談件数 単位：件 

   

 

 

＜「信用供与の有無」について ＞ 

信用供与とは、「消費者の支払いを一定期間猶予する」ということで、猶予されている間、

消費者は販売信用を受けていることになる。 
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(2) 販売信用による支払の相談 

支払方法のうち「販売信用」による支払いに該当した相談について、商品・役務別に上位10位まで示し

たものが「表－34」である。 

最も多い相談は、「化粧品」(4,615件)で、販売信用の相談全体の14.4％を占めている。なかでも、「養

毛剤」に関する相談が対前年度比363.2％と激増している。定期購入の解約等に関する相談が多く寄せら

れている。 

その他、前年度に比べて件数の増加が目立つ相談としては、第６位の「医療」に含まれる「医療サー

ビス」が大きく増加している。これは、医療脱毛の一部の事業者で破産手続きを開始した等の報道があ

ったことにより、解約・返金に関する相談が多く寄せられたことによるものである。 

相談内容をキーワード別で見ると、「インターネット通販」「解約一般」が多い。 (表－35) 
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表－34 販売信用による支払 商品・役務別相談件数 

単位：件 

 

  

表－35 販売信用による支払 相談内容別件数 

単位：件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「販売信用」に該当する相談について＞ 

消費者が商品・役務の購入にあたり、支払う代金に

対して、信販会社等から信用供与を受けた場合、又は

受けることを前提とした場合に該当する。 


